
住所：東京都千代田区丸の内一丁目6番5号

丸の内北口ビル20階

氏名：日本食品化工株式会社

代表取締役社長　荒川 健

　　　　　　　　　　　　　 電話番号：03-3212-9111

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

別紙１の通り

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

静岡県富士市田島30番地

食料品製造業

　　静岡県知事　川勝　平太　殿

産業廃棄物処理計画書

日本食品化工株式会社　富士工場

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

434人

50,610百万円(2021年度売上高)

2022年6月8日

2022年4月1日～2023年3月31日



別紙１

（主要原料） （発生廃棄物） （処分） （最終処分）

① 原料コーン 搾油 白土 オイル脱色 濾過 業者委託【焼却】 脂肪酸

業者委託【肥料化】 肥料

場内【飼料化】 飼料

② 原料コーン 精製澱粉 酵素液化 酵素糖化 濾過 業者委託【肥料化】 肥料

業者委託【焼却】 セメント原料

③ 工程排水 排水処理装置 汚泥脱水機 業者委託【肥料化】 肥料

業者委託【焼却】 セメント原料

場内【飼料化】 飼料

④ 原料コーン 原料移送 篩い機 回収設備 業者委託【肥料化】 肥料

業者委託【焼却】 埋立

⑤ 茎（コーンコブ） 業者委託【肥料化】 肥料

コーン残渣（ﾊｽｸ） 業者委託【焼却】 埋立

⑥ 業者委託【肥料化】 肥料

業者委託【焼却】 埋立

⑦ 燃料（Ｃ重油） ボイラー 排煙脱硫装置 シックナー 脱水機 業者委託【埋立】

業者委託【混合】 堆肥・おが粉

⑧ イオン交換樹脂 イオン精製塔 業者委託【埋立】

業者委託【混合】 セメント原料

⑨ プラスチック 業者委託【焼却】 埋立

業者委託【破砕】 ペレット

⑩ 木くず 業者委託【破砕】 ペレット

木製パレット 業者委託【破砕】 セメント原料

⑪ 金属 金属くず 業者委託【破砕】 再生

⑫ ガラス 業者委託【破砕】 再生

コンクリート 業者委託【破砕】 熱回収
陶磁器等

⑬ 潤滑油 廃油 業者委託【油水分離】 再生

⑭ 事務所等 一般可燃ゴミ 業者委託【焼却】 埋立

⑮ 分析試薬 廃試薬 業者委託【油水分離】

業者委託【焼却】 埋立

製造工程における廃棄物発生から最終処分終了までの一連処理工程

（製造工程）

汚泥（糖化粕）

汚泥（活性汚泥）

動植物性残渣
（原料粕）

汚泥・廃油混合物
（廃白土）

動植物性残渣
(コーンコブ）

ガラス・ｺﾝｸﾘｰﾄ
陶磁器くず

廃棄製品
仕掛品等

動植物性残渣
(澱粉飼料粕）

廃プラスチック
（廃ｲｵﾝ交換樹脂）

廃プラスチック

廃酸・廃アルカリ
廃油

ばいじん

木くず
産
業
廃
棄
物
置
場

一般可燃ゴミ置場

保管庫・倉庫



産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

（管理体制図）別紙２の通り

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
全ての産業廃棄物について正確に分別されており問題はない

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

―

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項  別紙４の通り

①現状

【前年度（2021年度）実績】

（これまでに実施した取組）



別紙２

統括責任者

（工場長）

処理責任者

（生産技術課長）

処理部門担当者

（生産技術課担当）

製造部門責任者

（製造課長）

処理施設管理部門責任者

（生産技術課長）

処理技術管理者

（生産技術課員）

特別管理産業廃棄物管理責任者

※（有資格者）

技術研究部門責任者

（生産技術課長）

・産業廃棄物処理の長期計画の作成と業務全般の統括

・統括責任者の命を受け、各責任者を監督指導する

・法第12条の2第4項に規

定する職務を実施する

・発生する廃棄物の種類、性状及び量の把握
・保管施設の管理
・業者搬出時の作業指示、監督

・処理状況の把握と記録
・処理業者の選択、契約､発注､処理費用算出､報告
・社内教育、協力会社への指導
・関係資格取得に関する情報収集､指導､調整
・行政への報告

・減量化､再生利用に関する調査､研究
・廃棄物処理技術に関する情報収集

・処理施設の維持管理
・運転操作員の指導監督
・処理の運転日報、月報の作成と保管



別紙4

①現状

産業廃棄物の種類 汚泥 動植物性残渣 ばいじん 汚泥・廃油 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック 木くず ガラスくず 金属くず がれき類

排出量（ｔ） 42,133 494 1,030 150 93 0 0 352 54 1.025 0.1 0

（これまでに実施した取組） 111,574 1,008 964 158 24 25 0 305 93 1 0.1 0

・中間処理施設にて汚泥・ばいじんを脱水処理し、排出数量を減量

②計画

産業廃棄物の種類 汚泥 動植物性残渣 ばいじん 汚泥・廃油 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック 木くず ガラスくず 金属くず がれき類

排出量（ｔ） 11,000 490 190 149 90 0 0 350 50 1 0.1 0

（今後実施する予定の取組） 111,000 1,000 960 150 20 20 0 300 90 1 0.1 0

・汚泥の発生量を減量するため、汚泥の直接利用を増やす。
・産業廃棄物処理実績報告書にも記載の通り、汚泥及びばいじんの脱水施設については産業廃棄物処理施設軽微変更等届出書にて廃止として受理され
ている為、
次年度の数量を大幅に低く計画しています



産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥（糖化粕） ー

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥（糖化粕） ー

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥（活性汚泥） ばいじん

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥（活性汚泥） ばいじん

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）
・汚泥（活性汚泥）及びばいじんを中間処理施設で脱水し、発生量を減量

0ｔ 0ｔ

835ｔ

（これまでに実施した取組）
・汚泥（糖化粕）を飼料製造工程へ添加することにより再生利用した

ー

【前年度（2021年度）実績】

4,047ｔ

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
・産業廃棄物処理実績報告書にも記載の通り、汚泥及びばいじんの脱水施設（中間
処理施設）については産業廃棄物処理施設軽微変更等届出書にて廃止として受理さ
れている為、次年度の数量は0としています

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0ｔ

①現状

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【目標】

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の量

自ら再生利用を行った産業
廃 棄 物 の 量

【目標】

②計画

（今後実施する予定の取組）
・汚泥（糖化粕）の飼料製造工程へ添加量を増やす。

ー

0ｔ

0ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

4,047ｔ

【前年度（2021年度）実績】

31,163ｔ

0ｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 ー ー

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ー ー

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ー ー

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ー ー

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（2021年度）実績】

自ら再生利用を行った産業
廃 棄 物 の 量

ー ー

②計画

【目標】

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ー ー

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（2021年度）実績】

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量

ー ー

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の量

ー ー

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ー ー

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の量

ー ー

（今後実施する予定の取組）



― ―

― ―

ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

【前年度（2021年度）実績】

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

ｔ

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項　別紙３の通り

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ
再生利用業者への処
理 委 託 量

ｔｔ

（今後実施する予定の取組）

―

―

（これまでに実施した取組）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（2021年度）実績】

全 処 理 委 託 量

【目標】

―

（第４面）

①現状

②計画
―

産 業 廃 棄 物 の 種 類



別紙３の通り

ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）



別紙3

①現状

産業廃棄物の種類 汚泥 動植物性残渣 ばいじん 汚泥・廃油 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック 木くず ガラスくず 金属くず がれき類

全処理委託量（ｔ） 6,923 494 195 150 93 0.019 0 352 54 1 0.1 0

優良認定処理業者への処理委託量 1,513 103 0 0 90 0.019 0 192 54 1 0 0

再生利用業者への処理委託量 6,923 144 187 150 93 0.019 0 230 54 1 0.1 0

認定熱回収業者への処理委託量 0 0 0 0 0 0.019 0 0 0 0 0 0
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への処理委託量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（これまでに実施した取組）

・再生利用業者へ処理委託されていなかった廃棄物について、業者の選定を行い再生利用業者へ処理委託を開始した

②計画

産業廃棄物の種類 汚泥 動植物性残渣 ばいじん 汚泥・廃油 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック 木くず ガラスくず 金属くず がれき類

全処理委託量（ｔ） 6,900 490 190 149 90 0.010 0 350 50 1 0.1 0

優良認定処理業者への処理委託量 1,600 110 0 0 88 0.000 0 200 50 1 0 0

再生利用業者への処理委託量 6,900 150 190 149 90 0.010 0 240 50 1 0.1 0

認定熱回収業者への処理委託量 0 0 0 0 1 0.010 0 0 0 0 0 0
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への処理委託量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（今後実施する予定の取組）

・再生利用業者へ処理委託されていない廃棄物について、再生利用できる業者の選定を行う


